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新庄市議会だよりの表紙を、「市内にお住まいの、
三世代（四世代）のご家族シリーズ!!」で、三世代
以上のご家族の写真を掲載させていただきます。

塩野地区在住の阿部さんご一家です。まだ50代
の若いおじいちゃん、おばあちゃんに囲まれて、
３人のお孫さんも元気いっぱいでした！

市内に
お住まいの、

シリーズ‼
三世代のご家族
（四世代）

昭和、平成、令和へと！
みんな笑顔で、
「ハイ」ポーズ！
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１１月臨時会
１１月１１日、一般会計補正予算１件、議案１件を原案のとおり可決し閉会しました。

１１月臨時会で審議された議案
種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

【市長提出】

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第７号）

明倫学園グラウンド整備工事請負契約（令和４年議案第３６号）の一部変更について
議案

第５７号

第５８号

可決

可決

１２月定例会の経過

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

【市長提出】

【議員提出】

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

第５９号

第６０号

第６１号

第６２号

第６３号

第６４号

第６５号

第６６号

第６７号

第６８号

第６９号

第７０号

第７１号

第７２号

第７３号

第７４号

第４号

第５号

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第８号）

令和４年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和４年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

令和４年度新庄市下水道事業会計補正予算（第２号）

新庄市職員の高齢者部分休業に関する条例について

新庄市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部を改正する等の条例について

新庄市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について

新庄市市税条例等の一部を改正する条例について

新庄市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を改正する条例について

新庄市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

新庄市児童センター及び児童館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第９号）

令和４年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

令和４年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号）

令和４年度新庄市下水道事業会計補正予算（第３号）

新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

インボイス制度の周知徹底と特例措置の延長を求める意見書の提出について

戦没者の遺骨収集の推進に関する法律の遵守を求める意見書の提出について

議案

議会案

１２月定例会で審議された議案等

令和４年１２月定例会では、条例及び条例の一部改正や補正予算など１１件を原案のとおり可決しました。
また、追加提案された補正予算４件、議案１件、議会案２件を可決し閉会しました。

チョイス❸ P５

チョイス❷ P４

チョイス❶ P４

チョイス❹ P５
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賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○→賛成　●→反対

佐
藤　
悦
子

叶
内　
恵
子

新
田　
道
尋

八
鍬　
長
一

押
切　
明
弘

奥
山　
省
三

下
山　
准
一

今
田　
浩
徳

庄
司　
里
香

山
科　
春
美

小
嶋　
冨
弥

石
川　
正
志

佐
藤　
文
一

山
科　
正
仁

髙
橋
富
美
子

小
野　
周
一

佐
藤　
卓
也

議案等
番　号

採
決
結
果

会　　　派　　　名 市民・公明クラブ 絆の会 勁草21 会派に
属さな
い議員

起新の会

沖縄戦戦没者の遺骨混入土砂を埋立てに使用する計
画の中止と、政府が主体となって戦没者遺骨収集を
実施することを求める意見書の提出についての請願

請　願
第１号

消費税インボイス制度の実施延期についての請願請　願
第２号

新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例について

議　案
第74号

インボイス制度の周知徹底と特例措置の延長を求
める意見書の提出について

議会案
第４号

戦没者の遺骨収集の推進に関する法律の遵守を求
める意見書の提出について

議会案
第５号

不採択

不採択

可決

可決

可決

○

○

●

●

●

○

○

●

●

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

―

―

―

―

―

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

※議長は採決に参加しません。

議案及び請願に対する議員の賛否

件　　　名 請　　願　　者 紹介議員 結　果
消費税インボイス制度の実施延期について
の請願

沖縄戦戦没者の遺骨混入土砂を埋立てに使
用する計画の中止と、政府が主体となって
戦没者遺骨収集を実施することを求める意
見書の提出についての請願

新庄民主商工会
会長　安食　輝敏

沖縄戦戦没者遺骨の尊厳を考える
市民の会
代表　菅野　真治

佐藤　悦子
八鍬　長一 不採択

叶内　恵子 不採択

請願の審議結果

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
６３
号

　
新
庄
市
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

Ｑ　
部
分
休
業
の
承
認
が
、
職
員
の
１
週
間
あ

た
り
の
勤
務
時
間
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
範

囲
と
な
っ
て
い
る
が
、
超
え
る
こ
と
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

Ａ　
最
初
の
前
提
と
し
て
、
２
分
の
１
を
超
え

な
い
程
度
の
勤
務
日
を
制
定
す
る
。
健
康
上
入

院
す
る
な
ど
の
場
合
は
、
病
気
休
暇
等
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
る
。

●
議
案
第
６５
号

　
新
庄
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　
事
由
が
あ
る
場
合
は
例
外
的
に
管
理
監
督

職
の
ま
ま
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

Ａ　
重
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
お
い
て
、

そ
の
職
員
で
な
け
れ
ば
大
き
な
支
障
が
生
じ
る

よ
う
な
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
特
例
規
定
の

た
め
、
慎
重
に
扱
う
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

●
請
願
第
２
号

　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
に
つ

い
て
の
請
願

主
な
意
見

　
継
続
審
査
と
な
っ
た
後
、
議
員
研
修
会
を
行

い
、
制
度
の
理
解
を
深
め
た
。
そ
の
際
、
講
師

に「
税
理
士
団
体
が
凍
結
延
期
を
求
め
て
い
る
」

と
い
っ
た
文
言
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
そ
の
よ
う
な
文
言
は
使
っ
て
い
な
い
と
の

話
を
聞
い
た
。
消
費
税
は
、
消
費
者
が
払
っ
て

国
に
行
く
こ
と
で
、
社
会
保
障
等
の
財
源
と
な

る
。
今
ま
で
免
税
事
業
者
が
払
っ
て
い
な
い
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

総
務
文
教
常
任
委
員
長
報
告

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
６９
号

　
新
庄
市
児
童
セ
ン
タ
ー
及
び
児
童
館
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

Ｑ　
建
物
の
維
持
補
修
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

Ａ　
４４
年
経
過
し
て
お
り
、
か
な
り
古
い
と
い

う
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
定

期
的
に
行
っ
て
お
り
、
さ
ほ
ど
躯
体
に
対
す
る

支
障
は
な
い
状
況
で
現
在
運
営
し
て
い
る
。
維

持
管
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
で
、
ま
だ
も
つ
も

の
と
考
え
て
い
る
。必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

随
時
修
繕
し
て
い
く
。

●
請
願
第
１
号

　
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
混
入
土
砂
を
埋
立
て

に
使
用
す
る
計
画
の
中
止
と
、
政
府
が
主
体
と

な
っ
て
戦
没
者
遺
骨
収
集
を
実
施
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

主
な
意
見

•
土
砂
の
埋
立
て
に
関
し
て
は
、
遺
骨
の
抽
出

調
査
が
終
わ
っ
て
も
、
そ
の
土
を
使
っ
て
の
開

発
行
為
は
基
地
以
外
で
も
未
来
永
劫
出
来
な
い

の
か
。
そ
こ
ま
で
我
々
が
言
及
す
べ
き
で
は
な

く
、
今
す
ぐ
に
判
断
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。

市
議
会
と
し
て
明
確
で
な
い
も
の
の
意
見
書
を

出
す
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
。

•
請
願
内
容
の
２
番
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関

す
る
法
律
を
遵
守
し
、
政
府
が
主
体
と
な
っ
て

進
め
る
と
い
う
部
分
を
基
本
と
し
た
請
願
が
理

想
で
あ
る
と
思
う
。
今
の
内
容
で
は
沿
わ
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
採
択
せ
ず
、
委
員
会
内

で
も
う
一
度
検
討
し
、
常
任
委
員
会
案
を
提
出

す
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
長
報
告
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新庄市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について

　議会改革委員会では、ペーパーレス化を進める為タブレット議会を重要項目として行ってきました。その
中で、会派代表者会での意見に基づき、議長より議員定数についての勉強及び調査実施の依頼があり、推進
委員会で進める事となりました。委員会で、県内13市の議員定数の状況資料等を確認し、各委員から感想
や意見を頂いた後に会派毎でも検討をして頂きました。その中で、「人口減少に対応し２名減でも仕方がない」
「議員活動の妨げになると思われるので、現状維持が望ましい」「常任委員会等の委員会体制等から考えて
18名が望ましい」「議員定数と同時に議員報酬や委員会体制等の検討も併せて検討する必要があるのではな
いか」など意見が出され、当委員会においては、結論に至らなかった旨の報告を議長にいたしました。

議員定数の見直しについて（議会改革推進委員会の経過）

　新庄市では、平成２９年度から若者世帯住宅取得助成金事業が始まりました。
令和４年度は「住むんだったら、新庄市。」というキャッチフレーズのもと、４０歳以下の子育て世帯、移住
世帯を対象にした事業となっ
ています。
　助成金額は、条件に応じて
ではありますが、２０万円か
ら１５０万円までの助成が受け
られます。
　この度の補正額７８０万円
は、今後の不足額の見込みを
考慮して追加するものです。
　これまでの実績としては、
子育て１９件、移住３件の合
計２２件で８４０万円であり、
今後の見込みとしては、子育
て・移住合わせて３３件程度
を想定しています。
　さらに、結婚新生活支援事業補助金２１０万円も補正可決されました。
　内容としましては、若者の婚姻に伴う経済的な負担軽減を目的として、新婚生活における住宅購入や賃貸、
引っ越し、リフォームに要した費用を最大３０万円助成しています。

若者世帯住宅取得助成金について

職員の定年　６０歳から６５歳に
　地方公務員法の一部改正に伴い、職員の定年を６０歳から６５歳に改正する条例が提案され、可決されました。
施行日は、令和５年４月１日。昭和５９年以来の大改正になります。
再任用制から８年かけ順次延長
　現在は６０歳定年で、希望する職員は年金受給年齢に達するまで再任用職員として勤務しています。
　この条例により、経過措置として令和１３年まで８年かけ順次６５歳に
していく内容となっています。
課長職は６０歳まで
　役職定年制の導入により、管理監督職、いわゆる課長職は６０歳を上
限年齢と定め、その後は下位の職に降任されます。
　また、一定年齢到達後は昇給を抑制する措置をとることとしています。

　職員の定年延長に伴い、市民サービスの充実が求められます。

チョイス❶

チョイス❷
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　消費税は、令和元年１０月に軽減税率が導入されて複数税率になったことから、売手の売上税額と買手の
仕入控除の税率を一致させる方法として、インボイス制度に移行することとなり、令和５年１０月から開始
が予定されている。
　インボイス制度は複数税率の下で、売手が買手に対し正確な適用税率や消費税額等を伝える手段となって
おり、税制の公平性や透明性を確保し、消費税の適正な課税を行うために必要な制度として位置付けられて
いるものである。
　しかしながら、現在多くの中小事業者が、インボイス制度への対応準備はおろか制度の理解に至っていな
い中で、周知と理解が進まない事業者に対して、消費税課税事業者か免税事業者のままでいるかの選択を迫
れば経営上不利な選択をしてしまう可能性がある。
　そのため、制度の導入が中小事業者の事務負担や取引に与える影響を懸念する声があることも踏まえて、
制度の周知、広報の更なる取り組みや事業者の十分な準備のための支援などに取り組んでいくとともに、影
響を緩和するために予定されている特例である免税事業者等からの課税仕入れに係る経過措置をより長期に
していかなければならない。
　したがって、地域で活躍する中小事業者の経営を守り、地域経済の安定と発展を願う立場から政府および
国会に対し、インボイス制度の周知徹底及び開始後の影響緩和特例措置の更なる延長を強く求めるものであ
る。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

議会案第４号

議会案第４号～第５号の意見書を、衆参両院議長、関係大臣に送付しました。

インボイス制度の周知徹底と特例措置の延長を
求める意見書

　今次の大戦から長期間が経過し、戦没者の遺族をはじめ今次の大戦を体験した国民の高齢化が進展してい
る現状において、未だ多くの戦没者の遺骨収集が行われていないことを背景に国においては、「戦没者遺骨
収集推進法」を平成２８年に成立させ鋭意遺骨調査を行ってきています。
　戦没者遺骨収集情報センターの報告によると、沖縄戦の収集対象者数１８８,１３６柱の内、令和４年３月時点
で２,７１９柱が未収骨となっています。「戦没者遺骨収集推進法」の中では、平成２８年から平成３６年（令和６年）
まで集中的に遺骨収集を実施すると謳われています。
　新庄市においても１６名の方が沖縄の土となっており、また現在、日本国民は平和を享受しておりますが、
それは戦没者をはじめ多くの尊い犠牲のもとにあ
ることを忘れてはなりません。よって以下の通り
要請いたします。

記
１．戦没者の遺骨収集の推進に関する法律を遵守
し、国が責任を持って戦没者の遺骨を収集す
ること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書
を提出する。

議会案第５号 戦没者の遺骨収集の推進に関する法律の遵守を
求める意見書

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

地方公共団体の公益に関する事
件に関して、会議の意思を意見
としてまとめた文書のことで、
議会は可決された意見書を国会
や関係行政庁に提出することが
できます。

意見書とは

チョイス❸

チョイス❹
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　去る１０月２７日（木）新庄市民プラザにて令和４年度第２回新庄市議会議員研修会が開催されました。
この度の研修会は、９月定例会にて「消費税インボイス制度の実施延期についての請願書」を受け、総
務文教常任委員会での審査の結果、継続審査とし、インボイス制度について研修を通じて制度について
更なる理解をした上で、次回の審議にのぞむために行われました。当日は、講師に株式会社IKコンサル
ティング代表取締役で税理士の坂川達志氏をお招きして「インボイス制度」（消費税仕入税額控除の新
方式）の概要を分かり易く説明をしていただきました。買い手のためにインボイスを交付することが大
事になってくること。また、インボイス
を保存することで仕入税額控除が適用さ
れるなどの利点もある中、個人事業主な
どの免税事業者にとっては、消費税を納
める課税事業者になるか免税事業者のま
までいるかの選択が必要であるとの事
で、事務負担の増加などの心配もあり選
択を迷っている業者も多いと聞きまし
た。令和５年１０月より開始されますが、
制度に対する更なる周知が必要であると
感じました。

「インボイス制度について」議員研修会を行いました！

　例年開催されている山形県市議会議長会議会報研修会が１１月８日、米沢市グランドホクヨウにて開
催されました。県内各地の市議会議員（議会報の編集委員）と担当職員が一堂に会しての研修会で、開
催市の米沢市副市長のご挨拶から始まり、研修会のテーマは、「読みたくなる議会報を目指そう」とい
うことでした。講師は、地元紙である山形新聞の編集局次長兼報道部長　松田直樹氏でした。見出しの
大切さや、紙面のトーンの統一によって読者の読みすすめていく意欲の向上が図られるなど、新聞記者
として、また編集者として日々心がけている事をお話し頂きました。本市からの参加者５名と担当職員
１名の計６名、各市の議会だよりを手
にとり、次回の議会報に生かせたらと、
話も盛り上がりました。我が市の議会
だよりも総評をいただき、「表紙がと
ても良い」「家族の表情が生き生きと
している」という高評価に、皆自信を
持って次回号も頑張ろうと、思いをひ
とつに致しました。
　次回の開催市は鶴岡市ということ
で、最後に鶴岡市議会議会報編集委員
会のご挨拶で閉幕しました。

読みたくなる議会報を目指そう！ 山形県市議会議長会議会報研修会
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佐　藤　卓　也　議員

『利用しやすい駐車場になる為に‼』
◎
東
北
中
央
自
動
車
道
が
最
上
地
域
ま

で
つ
な
が
り
首
都
圏
と
直
結
し
ま
し

た
。
自
動
車
で
多
く
の
方
が
訪
れ
る
と

休
憩
な
ど
に
駐
車
場
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
利
便
性
や
快
適
性
等
を
視
野
に

入
れ
た
駐
車
場
整
備
を
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
で
す
か
。

市
長　
本
市
は
こ
れ
ま
で
、
各
施
設
の

設
計
段
階
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
に

よ
る
駐
車
場
整
備
の
指
針
を
基
本
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
必
要
な
駐
車

台
数
や
敷
地
の
形
状
を
考
慮
し
整
備
を

実
施
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
最
近
で
は
、
出
入
り
す
る
際

の
接
触
事
故
の
防
止
や
ス
ム
ー
ズ
な
乗

り
降
り
が
で
き
る
よ
う
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
に
お
い
て
、
二
重
線
を
用
い
た
ゆ

と
り
あ
る
区
画
を
採
用
し
て
い
る
事
例

が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
現
在
進
め
て
い

る
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺
道
の

駅
」
整
備
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
連
れ

や
高
齢
者
、
障
が
い
者
に
も
や
さ
し
く

快
適
な
駐
車
場
を
目
指
し
、
ゆ
と
り
あ

る
区
画
線
を

用
い
た
設
計

に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
後
計
画

さ
れ
る
市
有

施
設
の
駐
車

場
の
整
備
や

改
修
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

考
え
を
基
に
、
利
用
者
に
や
さ
し
く
、

安
全
性
や
利
便
性
を
考
慮
し
た
も
の
に

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
移
住
・
定
住

対
策
を
行
い
、
国
や
県
、
様
々
な
自
治

体
と
連
携
し
促
進
し
て
い
か
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

市
長　
本
市
に
お
け
る
移
住
・
定
住
の

取
組
と
し
て
は
、
移
住
相
談
の
受
付
、

移
住
者
に
対
す
る
支
援
制
度
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た
移
住
交
流
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
移
住
相
談
に
お
い
て
は
、
電
話
、
対

面
で
の
相
談
の
ほ
か
、
東
京
で
開
催
さ

れ
る
移
住
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
赴
き
、
現

地
で
の
相
談
に
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
。相
談
に
あ
た
っ
て
は
住
居
、雇
用
、

就
農
、
子
育
て
等
の
情
報
を
集
約
し
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談
対
応
に
あ
た

っ
て
お
り
ま
す
。
一
般
的
に
移
住
の
意

思
決
定
に
は
３
年
か
ら
４
年
と
い
う
時

間
を
か
け
る
と
さ
れ
る
人
生
の
大
き
な

選
択
で
あ
り
ま
す
の
で
、
丁
寧
な
相
談

対
応
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
若
者
の
移
住
者
に
対
す
る
支

援
制
度
と
し
て
、
若
者
世
帯
の
住
宅
取

得
に
係
る
負
担
を
軽
減
し
、
定
住
の
促

進
を
図
る
若
者
世
帯
住
宅
取
得
助
成
金

事
業
の
ほ
か
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
を

活
用
し
た
移
住
世
帯
向
け
食
の
支
援
事

業
や
移
住
支
援
金
支
給
事
業
等
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
移
住
者
へ
の
各
種
事

業
支
援
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
移
住

相
談
等
を
受
け
た
際
に
制
度
の
周
知
に

努
め
、
本
市
へ
の
移
住
者
の
増
加
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

県
の
相
談
窓
口
で
あ
る
一
般
社
団
法
人

ふ
る
さ
と
山
形
移
住
・
定
住
推
進
セ
ン

タ
ー
（
通
称
く
ら
す
べ
山
形
）
と
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
て
い
る
移
住
者
向
け
の
家
賃
補
助

制
度
等
を
移
住
検
討
者
へ
提
供
で
き
る

よ
う
連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

もの申す！
一 般 質 問
一般質問は、１２月５日と６日の２日間、９名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。

１２月定例会一般質問の質問者と質問事項

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて！
一般質問って何？

佐藤　卓也
１．市長４期目の成果と今後の課題解決について
２．駐車場の利便性向上について
３．移住・定住政策について
山科　正仁
１．当市内における公共施設建設や各種事業により変
わっていく周辺環境について

２．行政代執行後の整備について
３．教職員の働き方改革の進捗状況および更なる業務
量緩和に向けた取り組みについて

小野　周一
１．持続可能な農業について
２．子育て支援について
３．高齢者世帯の除排雪支援事業について
山科　春美
１．空き家対策について（管理不全空き家の対応につ
いて）

２．高齢者の集いの場の立ち上げ支援について（健康
寿命の延伸のために）

３．当市の国民保護計画の対応について（全国瞬時情
報システム「Ｊアラート」の発出がなされた場合）

小嶋　冨弥
１．奥羽本線太田踏切について
２．鉄道のローカル線存廃について
３．旧最上中部牧場について
庄司　里香
１．少子化対策について
２．空き家対策について
石川　正志
１．若者のふるさと回帰に向けて
２．農業経営安定化に向けて
叶内　恵子
１．危機時における市民の命を守るための食料備蓄・
確保とエネルギー確保対策について

佐藤　悦子
１．消費税減税とインボイス制度導入中止を
２．マイナンバーカードの普及について
３．子育て支援として、学校給食の無償化と子どもの
医療費無料化拡大、障害を持つ子の保育や学童保
育の充実を

４．補聴器購入助成制度を求める
５．看護師への手当支給から学ぶことは

利便性や快適性を重視した
駐車場整備を！
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一般質問

山　科　正　仁　議員

『安全は万全な整備から！』
◎
農
業
基
盤
や
高
規
格
道
路
な
ど
の
整

備
事
業
後
の
市
道
整
備
と
費
用
負
担
の

方
向
性
を
伺
う
。

市
長　
農
業
基
盤
整
備
事
業
や
高
規
格

道
路
整
備
事
業
に
よ
り
大
型
車
両
が
頻

繁
に
往
来
し
て
い
た
市
道
に
つ
い
て
、

亀
甲
状
の
ひ
び
割
れ
や
舗
装
面
の
穴
な

ど
が
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
　
こ
れ
ま
で
は
、
事
業
実
施
中
で
も
あ

る
た
め
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
か

ら
の
情
報
に
よ
り
パ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の

部
分
的
な
舗
装
補
修
の
対
応
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
高
規
格
道

路
の
泉
田
道
路
開
通
に
よ
り
工
事
車
両

の
走
行
が
一
段
落
し
た
谷
地
小
屋
、
野

中
、
中
川
原
な
ど
の
地
区
に
つ
い
て

は
、
順
次
全
面
的
な
舗
装
補
修
工
事
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
規

格
道
路
の
新
庄
金
山
道
路
や
赤
坂
地
区

の
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
事

業
実
施
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
当
面
は

パ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
舗
装
補
修
と
し
、

事
業
完
了
後
に
舗
装
補
修
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
今
後
の
補
修
の
範
囲
、
方
法
や
そ
の

事
業
区
分
等
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体

で
あ
る
国
土
交
通
省
等
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
部
活
動
の
地
域
化
を
推
進
し
て
い
く

施
策
は
、
教
育
委
員
会
に
の
み
所
管
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
学
校
外
と
し
て
全
庁

で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長　
一
つ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て

は
、
家
庭
教
育
の
充
実
と
い
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
　
学
校
教
育
の
中
で
行
わ
れ
る
教
育
外

の
活
動
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
が
責

任
を
負
う
と
い
う
よ
う
な
時
代
か
ら
、

家
庭
教
育
、
あ
る
い
は
社
会
教
育
が
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う
時

代
が
来
る
、
そ
れ
が
試
さ
れ
て
い
る
と

い
う
よ
う
な
時
代
の
移
行
期
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
例
え
ば
、
市
内
の
あ
る
指
導
者
が
お

金
を
取
っ
て
指
導
し
た
場
合
、
そ
の
連

盟
の
方
々
が
「
あ
れ
は
お
か
し
い
」
と

言
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
方
に

と
っ
て
は
、
ピ
ア
ノ
の
塾
と
か
は
ど
う

な
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
対
応
が
あ
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

　
家
庭
で
の
保
護
者
の
考
え
方
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
形
に
変
化
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
生

計
が
成
り
立
つ
よ
う
な
外
部
で
の
あ
り

方
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
教
育
で
の
指

導
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

家
庭
教
育
に
お
け
る
保
護
者
の
考
え
方

が
、
今
後
１０
年
く
ら
い
の
間
に
大
き
く

試
さ
れ
る
時
代
、
学
校
に
背
負
わ
せ
る

よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
時
代
が
来
る
の

で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

小　野　周　一　議員

『保育所への入所対応について』
◎
育
児
休
業
制
度
が
拡
充
さ
れ
る
一
方

で
、
子
育
て
世
代
の
就
労
が
増
え
て
き

て
お
り
、
保
育
所
の
役
割
は
益
々
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育
所
へ
の
入
所

対
応
に
つ
い
て
、
保
育
士
の
配
置
基
準

の
見
直
し
、
体
制
整
備
の
拡
充
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

市
長　
保
護
者
が
希
望
す
る
子
育
て
、

働
き
方
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に
は

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
組
み
が

必
須
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
保
育
士
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
支
援
員
な
ど
の
給
与
等
の
処

遇
改
善
、
保
育
士
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
資
格
取
得
な
ど
の
継
続
支
援
等
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

児
童
の
受
け
皿
を
広
げ
ら
れ
、
待
機
児

童
対
策
に
も
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
等
で
十

分
な
検
討
を
行
い
、
施
策
化
に
向
け
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

◎「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

の
取
組
方
向
と
し
て
、
新
庄
市
全
域
で

化
学
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
量
低
減

の
環
境
保
全
型
農
業
の
確
立
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

市
長　
国
で
は
、２
０
５
０
年
ま
で
に
、

Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
の
実

現
、
化
学
農
薬
・
肥
料
の
使
用
低
減
、

有
機
農
業
の
取
組
み
な
ど
に
よ
る
環
境

負
荷
軽
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
は
、
今
年
度
は
新
庄
市
農
業
再
生

協
議
会
が
実
施
主
体
と
な
り
、
昭
和
地

区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
有
機
農
産

物
の
生
産
か
ら
消
費
・
加
工
・
流
通
ま

で
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
組
み
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
事
業
の
中
で
化
学
農

薬
・
肥
料
の
使
用
低
減
等
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
実
施
者
が
増
え
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
は
、
特
別
栽
培
を
含
め
た
有
機

農
業
等
の
推
進
に
よ
り
化
学
農
薬
及
び

化
学
肥
料
の
使
用
量
低
減
を
図
り
、
環

境
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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一般質問

山　科　春　美　議員

『集いの場の復活で健康寿命の増進を！』
◎
一
般
住
宅
で
崩
壊
の
危
険
が
予
測
さ

れ
る
管
理
不
全
空
き
家
が
あ
り
、
所
有

者
が
市
か
ら
の
助
言
・
指
導
に
直
ぐ
に

応
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
ケ
ー
ス
に
対

し
て
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

市
長　
市
で
助
言
・
指
導
・
勧
告
を
行

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
有
者
が
適

正
な
管
理
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
略
式
代
執
行
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
利
害
関
係
者
が
裁
判
所
に
相

続
財
産
管
理
人
の
選
任
を
申
し
立
て
れ

ば
、
選
任
さ
れ
た
財
産
管
理
人
が
裁
判

所
の
許
可
を
得
て
空
き
家
の
売
却
・
処

分
が
可
能
と
な
る
、
財
産
管
理
人
制
度

が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
利
害

関
係
者
に
は
、
縁
故
者
、
町
内
会
長
の

ほ
か
、
固
定
資
産
税
の
債
権
が
あ
る
場

合
に
は
市
も
申
し
立
て
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
管
理
に
は
弁
護
士
や
司

法
書
士
が
選
任
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
手
続
き
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
に
屋

根
が
落
ち
そ
う
に
な
る
な
ど
の
事
態
が

生
じ
た
場
合
、
応
急
措
置
に
つ
い
て
環

境
課
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
、
町
内
会
な
ど
で
高
齢

者
の
集
い
の
場
が
減
り
健
康
寿
命
に
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
集

い
の
場
の
立
ち
上
げ
支
援
と
し
て
お
世

話
係
の
養
成
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
市

の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
敬
老

会
、
地
域
サ
ロ
ン
な
ど
の
活
動
は
現
在

も
コ
ロ
ナ
禍
前
よ
り
減
少
し
て
い
る
状

況
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
運
動
や

交
流
の
場
が
減
少
し
健
康
へ
の
影
響
は

少
な
か
ら
ず
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

近
く
に
高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど
の
通
い
の

場
が
あ
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
運
営
方
法
や

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
学
ぶ
機
会
を
設

け
、
立
ち
上
げ
支
援
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
活
動
に
つ
い
て
新
庄
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
運
営
を
お
手
伝
い
す
る
方
の

養
成
・
確
保
と
し
ま
し
て
は
、
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
拡
充
を
考
え
て
お

り
ま
す
。
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
は
施
設
等
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
し
た
方
へ
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
制
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
適
用
範
囲
を
、
地
域
の
通
い

の
場
な
ど
の
地
域
活
動
を
支
援
し
て
い

た
だ
く
方
に
対
し
て
も
適
用
で
き
る
よ

う
見
直
し
、
地
域
に
お
け
る
活
動
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

小　嶋　冨　弥　議員

『スピード感の感じる町づくりを』
◎
奥
羽
本
線
太
田
踏
切
の
改
良
改
善
の

進
捗
に
つ
い
て

　
再
三
の
質
問
と
な
り
ま
す
が
道
路
管

理
者
の
県
と
、Ｊ
Ｒ
の
協
議
は
進
ん
で

い
る
の
か
伺
う
。

◎
奥
羽
本
線
太
田
踏
切
の
改
良
改
善
の

進
捗
に
つ
い
て

　
再
三
の
質
問
と
な
り
ま
す
が
道
路
管

理
者
の
県
と
、Ｊ
Ｒ
の
協
議
は
進
ん
で

い
る
の
か
伺
う
。

市
長　
令
和
３
年
の
明
倫
学
園
の
開
校

に
伴
い
、
新
た
な
通
学
路
と
な
っ
た
こ

と
を
受
け
、
児
童
生
徒
が
安
全
安
心
に

通
学
で
き
る
よ
う
、
踏
切
拡
幅
と
歩
行

者
空
間
が
確
保
さ
れ
る
歩
道
整
備
の
推

進
に
つ
い
て
、
踏
切
を
管
轄
す
る
国
土

交
通
大
臣
を
は
じ
め
、
国
土
交
通
省
の

関
係
局
長
及
び
道
路
管
理
者
で
あ
る
山

形
県
知
事
宛
て
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関
係
地

区
の
連
名
に
よ
る
要
望
書
を
６
月
に
提

出
し
、
改
良
が
必
要
な
踏
切
と
し
て
リ

ス
ト
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に

は
山
形
県
踏
切
道
改
良
協
議
会
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
、
本
市
を
含
め
た
県
内

の
整
備
す
べ
き
箇
所
の
踏
切
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
踏
切
道
改
良
促
進

法
の
法
指
定
を
受
け

た
後
は
踏
切
道
改
良

検
討
会
が
地
域
ご
と

に
設
置
さ
れ
、
改
良

方
法
の
決
定
、
改
良

計
画
の
策
定
、
改
良
の
実
施
と
い
う
手

順
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
や

関
係
機
関
に
よ
る
踏
切
道
改
良
協
議
会

に
対
し
、
歩
行
者
が
安
全
安
心
に
通
行

可
能
と
な
る
よ
う
踏
切
道
改
良
の
早
期

実
現
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◎
旧
最
上
中
部
牧
場
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
、有
効
活
用
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

畜
産
団
地
の
考
え
を
示
し
た
が
進
ん
で

い
な
い
と
思
う
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
再

度
伺
い
ま
す
。

市
長　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
に
お
い

て
、
旧
最
上
中
部
牧
場
の
有
効
活
用
と

し
て
畜
産
団
地
整
備
の
考
え
方
に
つ
い

て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
旧
最
上
中
部

牧
場
利
用
団
体
協
議
会
に
お
い
て
、
旧

最
上
中
部
牧
場
利
用
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
事
業
に
お
い
て
、
畜
舎

建
設
に
向
け
て
既
存
の
事
務
所
及
び
宿

舎
等
の
建
物
を
撤
去
し
、
団
地
へ
の
畜

舎
建
設
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
建
築

資
材
の
高
騰
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
た
予
算
を

大
幅
に
上
回
る
建
築
費
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
事
業
実
施
者
よ
り
令
和
３
年
度

中
の
建
設
を
断
念
す
る
旨
、
連
絡
を
頂

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
来
年
度
以
降
の
団
地
化
整

備
に
向
け
て
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
庄
市
の
畜
産
振
興
に
向

け
て
、
畜
産
団
地
化
へ
の
新
た
な
畜
産

経
営
者
の
誘
致
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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一般質問

庄　司　里　香　議員

『子育て施策について』
◎
子
育
て
施
策
と
し
て
現
在
、
１５
歳
迄

の
医
療
費
無
償
化
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
１８
歳
迄
の
医
療
費
の
無
償
化

へ
の
拡
大
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

市
長　
１８
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
に

対
す
る
市
の
方
向
性
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
策
と
し
て
、
来
年
度
か
ら

医
療
費
の
無
償
化
を
１８
歳
ま
で

拡
大
す
る
方
向
で
制
度
設
計
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
の

医
療
費
を
こ
れ
ま
で
の
１５
歳
以

下
か
ら
１８
歳
以
下
に
拡
大
す
る

こ
と
で
、
高
校
生
約
９
０
０
人

が
新
た
に
事
業
対
象
に
加
わ
り

ま
す
。
事
業
費
と
し
て
約
２
１

０
０
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
お

り
、
現
在
、
関
係
機
関
へ
の
周

知
期
間
も
含
め
、
開
始
時
期
等

に
つ
い
て
の
調
整
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

石　川　正　志　議員

『思い切った政策でふるさと回帰』
◎
人
口
減
少
が
進
む
本
市
に
お
い
て
、

若
者
の
定
住
促
進
、
移
住
促
進
は
重
要

な
課
題
で
す
。
住
宅
取
得
支
援
等
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
政
策
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　
現
在
の
３０
万
円
か
ら
４０
万
円
の

若
者
世
帯
住
宅
、
ト
ー
タ
ル
で
す
と
２

４
０
０
万
円
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
１
件
ず
つ
の
額
と
し
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
も
あ
る
と
お
り
誘
導
施
策
に

は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
結
果

と
し
て
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
を
５
０
０
万
円
と
い
う
数
字
に

す
れ
ば
、
そ
れ
で
新
庄
市
に
来
て
家
を

建
て
よ
う
と
い
う
人
は
少
な
か
ら
ず

増
え
る
か
な

と
い
う
こ
と

こ
ろ
は
、
そ

の
数
字
だ
け

を
見
れ
ば
感

じ
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま

す
。
し
か
し

な
が
ら
、
財

政
的
な
問
題
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
金

額
が
他
の
事
業
費
と
合
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
部
分
も
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
金
額
が
妥
当
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の
組
替
え

を
行
う
中
で
、
何
か
し
ら
外
に
打
っ
て

出
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
事
業
が
で
き

な
い
か
と
い
う
こ
と
は
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
本
市
に
お

い
て
、
経
営
安
定
化
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
政
策
を
踏
ま
え

た
農
業
施
策
を
伺
い
ま
す
。

市
長　
農
業
生
産
、
特
に
第
一
次
産
業

に
つ
い
て
は
、
価
格
が
生
産
資
材
を
投

じ
た
分
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
、

自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
、
国
に
お
い
て
も
再
生

産
費
を
下
回
ら
な
い
よ
う
な
価
格
設
定

で
の
見
直
し
と
い
う
議
論
も
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
主
力
で
あ
っ
た
米
の
価
格
、

畜
産
の
生
産
額
も
高
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
そ
れ
だ
け

に
と
ら
わ
れ
ず
、
生
産
し
た
も
の
が
同

様
の
対
価
と
し
て
取
引
き
さ
れ
、
土
地

そ
の
も
の
も
持
続
的
に
耕
作
さ
れ
る
よ

う
に
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

み
な
が
ら
複
合
的
な
経
営
を
行
っ
て
い

か
な
い
と
、
今
後
は
難
し
く
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
市
と
し
て
は
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
要
望
す
る
と
こ
ろ
は
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

R５.２.10

新庄まつりin巣鴨の風景



審
議
さ
れ
た
議
案
等

議
員
の
賛
否
等

若
者
世
帯
住
宅
取
得
助
成
金

議
　
会
　
案

研
修
報
告

一
般
質
問

11

一般質問

叶　内　恵　子　議員

『グローバルに考え、ローカルに行動する』
◎
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
寸
断
、
中
国
爆
買
い
に
よ
る
食
料
価

格
高
騰
、
世
界
各
地
の
異
常
気
象
の
頻

発
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
の
進
行

に
よ
り
輸
入
物
価
が
上
昇
し
食
料
価

格
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
上
昇
を
続
け

て
い
る
。
私
達
を
取
り
巻
く
現
在
の
状

況
を
非
常
事
態
と
認
識
す
べ
き
で
あ

る
。
安
全
保
障
は
国
が
行
う
も
の
と
い

う
認
識
が
一
般
的
だ
が
、
地
方
自
治
体

に
は
市
民
の
生
活
を
守
る
責
務
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
平
常
時
の
行
政
運
営

の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
食
料
、
生
産
資
材
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
を
輸
入
に
依
存
す

る
我
が
国
に
あ
っ
て
、
地
域
資
源
を
最

大
限
活
用
し
食
料
不
足
、
生
産
資
材
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
を
自
給
す
る
体
制

が
必
要
と
考
え
る
。
本
市
の
対
策
と
取

組
み
を
伺
う
。

市
長　
危
機
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
態

を
想
定
す
る
か
に
よ
り
、
備
え
の
在
り

方
も
変
わ
っ
て
く
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
お
け
る
食
料
備
蓄
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
の
地
域
防
災
計
画
で

想
定
す
る
４
０
０
０
食
を
目
標
に
、
計

画
的
に
備
蓄
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
発

災
時
に
は
、
市
の
備
蓄
に
加
え
、
国
の

支
援
や
災
害
協
定
に
よ
る
応
援
を
受

け
、
水
・
食
料
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
つ
き

ま
し
て
は
、
発
災
時
の
応
急
対
応
や
復

旧
工
事
を
速
や
か
に
行
い
、
供
給
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
電
力
事
業
者
等
と
災
害

応
援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
情
勢
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
農

業
生
産
資
材
の
確
保
が
困
難
に
な
れ

ば
、
農
作
物
の
生
産
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
食
料
や
生
産
資
材
の
多
く

が
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
食
糧
安
全

保
障
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
不
測
の
事
態
に
お

け
る
対
応
に
は
、
市
町
村
単
位
で
出
来

る
こ
と
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

佐　藤　悦　子　議員

『消費税減税とインボイス導入中止を』
◎
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
消
費
税
減

税
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
来
年
１０
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
が
始
ま

る
と
、
産
直
関
係
者
が
増
税
に
な
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
利
用
料
増
額

で
は
。

市
長　
消
費
税
は
平
成
元
年
４
月
か
ら

税
率
３
％
課
税
で
導
入
さ
れ
、
段
階
を

経
て
、
令
和
元
年
１０
月
か
ら
現
在
の
１０

％
課
税
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
国
の
月
例
経
済
報
告
を
見
て
も
物

価
は
高
騰
し
て
お
り
、
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
、
国
に
お
い
て
様
々
な
経
済

施
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
の

で
、
現
時
点

で
消
費
税
減

税
を
国
に
要

望
す
る
こ
と

は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
お

い
て
Ｊ
Ａ
特

例
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
国
で
も
他
事
業
者
へ
の
拡
大
に
つ

い
て
の
見
直
し
も
審
議
が
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
支
払
額
を
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
保
つ
た
め
に
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
課
税
事
業
者
と

な
る
こ
と
で
、
仕
事
を
依
頼
す
る
方
か

ら
多
少
の
ご
負
担
を
い
た
だ
く
手
法
を

取
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
個
人
情

報
の
だ
だ
も
れ
や
紛
失
が
怖
い
、
持
た

な
い
と
い
う
市
民
が
い
る
。
国
が
保
険

証
を
廃
止
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し

て
も
、
必
要
な
人
に
保
険
証
を
交
付
す

べ
き
。

市
長　
政
府
は
、
１０
月
１３
日
の
記
者
会

見
に
お
い
て
、
２
０
２
４
年
秋
に
現
在

の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
を
目
指
す
と
発

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
令
和
４
年
６

月
７
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２

２
」
に
お
け
る
「
社
会
保
障
分
野
に
お

け
る
経
済
・
財
政
一
体
改
革
の
強
化
・

推
進
」
と
い
う
項
目
の
中
で
、
２
０
２

４
年
度
中
を
目
途
に
保
険
者
に
よ
る
保

険
証
の
選
択
制
を
導
入
し
、
さ
ら
に
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
状
況
等
を

踏
ま
え
、
保
険
証
の
原
則
廃
止
を
目
指

す
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
ご

本
人
が
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
加

入
者
か
ら
申
請
が
あ
れ
ば
保
険
証
は
交

付
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

R５.２.10

輸出大企業に多額の消費税還付

全国商工新聞10月24日付　湖東京至税理士の試算

22年度国の消費税収 約26兆円

約６兆６千億円

２５.４％

2022年度の３月期の
トヨタをはじめとする
輸出大企業への還付金
輸出還付金の割合
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雪
国
新
庄
の
、
今
シ
ー
ズ
ン

の
雪
の
降
り
始
め
は
昨
年
12
月

中
旬
。降
り
続
け
た
雪
で
、「
12

月
15
、
16
日
の
二
日
間
で
48
時

間
降
雪
量
が
89
セ
ン
チ
と
１
９

９
８
年
の
統
計
以
来
、
最
も
多

く
な
っ
た
」
と
テ
レ
ビ
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。
市
の
方
で
も
連

日
の
降
雪
を
受
け
て
、
12
月
20

日
に
豪
雪
対
策
連
絡
会
議
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
に
し
て

は
例
年
の
4
倍
の
降
雪
量
と
い

う
事
で
し
た
の
で
、
除
雪
作
業

な
ど
本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
未
だ
、
真
冬
の
新
庄

で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々
寒
さ

の
中
、
耐
え
抜
い
た
こ
の
冬
の

時
期
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
春
の

訪
れ
に
ひ
と
際
敏
感
と
な
り
、

喜
び
を
感
じ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
も
良
い
事
、
大
変
だ
な

と
思
う
事
、
様
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
新
た

な
る
可
能
性
を
創
り
出
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
記
・
山
科　
春
美
）

委
員
長　
庄
司　
里
香

副
委
員
長　
押
切　
明
弘

委　
　
員　
八
鍬　
長
一

　
　
　
　
　
今
田　
浩
徳

　
　
　
　
　
山
科　
春
美

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

あ
と
が
き

■制作・印刷／㈲みどり印刷

新型コロナウィルス感染拡大の影響が収束するまでの間、議会の
傍聴の案内については、議会事務局にお問合せください。また、
ホームページでも随時更新しておりますので、ご確認ください。

議会の傍聴について
開会は１０時です　◇請願は随時受け付けております

３
月
定
例
会
の
予
定

中継あり

中継あり

２月２０日(月)　請願締切
３月３日(金)　開　　会
　　６日(月)　一般質問
　　７日(火)　一般質問
　　８日(水)　常任委員会
　　９日(木)　常任委員会
　　１０日(金)　予算特別委員会
　　１３日(月)　予算特別委員会
　　１４日(火)　予算特別委員会
　　１７日(金)　最 終 日

今年度は、市内中学校（小中一貫校）のイベントを紹介しています。今年度は、市内中学校（小中一貫校）のイベントを紹介しています。

萩野学園のイベント萩野学園のイベント

絆プロジェクト
　前期課程と後期課程
の壁を越えて、学園で
の生活や学習について
話し合う時間がありま
す。新学期の目標やメ
ディアとの付き合い方、
自学のやり方などを先
輩が後輩に教えていま
す。

鹿子踊り
（６学年総合発表）
　６年生の総合的な学
習の中で、地域の伝統
芸である鹿子踊り（し
しおどり）を鹿子踊り
保存会の皆様に指導し
ていただき、学習して
います。発表会では、
保護者や５年生に披露
しました。

入学式入場
　入学式では、
９年生が新１年
生の手を引いて
入場します。期
待と不安でいっ
ぱいの１年生を
優しく迎え入れ
る姿は、まさに
学園の最高学年
の姿です。

スキー授業
　地域の方や保
護者の方の協力
を得て、１年生
からスキー授業
を行います。初
めてスキーをす
る児童もおり、
雪国ならではの
楽しみを存分に
味わっています。

　
佐
藤
文
一
議
員
が
、
令
和
４
年
１２
月
１５
日
付
け

で
新
庄
市
議
会
議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

議
員
の
辞
職
に
つ
い
て

市議会の様子をインターネット中継
しています。市役所の市民課フロア、
市民プラザでも視聴できますので、
ぜひご活用ください。
※約１週間後に、録画したものがインターネットで視聴できます。

検 索新庄市議会　中継

市議会インターネット中継

スマートフォン・タブレットでも
市議会ネット中継が視聴できます！

パ
ソ
コ
ン

　
の
ほ
か


